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平成27年度 第４回八代市地域公共交通会議
（モビリティ・マネジメント推進事業業務委託

の進捗状況報告）
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平成28年1月27日（水）

１．モビリティ・マネジメントとは

２．本年度の取り組みの位置付け

３．企業モビリティ・マネジメントの概要

４．学校モビリティ・マネジメントの概要
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１．モビリティ・マネジメントとは
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①モビリティ・マネジメントの定義と必要性

公共交通を利用しない理由として、「そもそも公共交通を利用しようと考えたこと

がない」という回答が多数見られることから、公共交通の利用を促す働きかけを行う

ことで、移動手段の選択肢として認識していただき、利用してみようという意識を

醸成していくことが重要。

平成26年度市⺠アンケート調査結果

自動車に過度に依存するライフスタイルを見直し、自動車を「かしこく」使ってい

ただくため、個人や職場組織等を対象としたモビリティ・マネジメント※を実施し、

公共交通の利用に対する意識啓発を図る。

※モビリティ・マネジメントとは、
一人ひとりのモビリティ（移動）が、社会的にも個人的にも望ましい方向に自発的
に変化することを促す、コミュニケーションを中心とした交通施策

（「モビリティ・マネジメントの手引き」土木学会）
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②地域公共交通網形成計画での位置付け

①分かりやすい情

報提供

②モビリティ・マネ

ジメントの実施

○路線バス等の詳細な運行ルートや、乗り継ぎ利用なども含めた総合時刻

表などを記載した「公共交通マップ」の作成（下記②の施策にも活用）

※形成計画p.89「積極的な広報・分かりやすい情報提供や利用の“きっかけ”づくりの

実施」の一部

○モビリティ・マネジメント（以下、「MM」）施策のうち、「学校MM」

「企業MM」について、まずは一部の高等学校・企業を対象として先行的

に実施（“動機づけ冊子”の作成含む）

※形成計画p.91「モビリティ・マネジメント施策」の一部

区 分 対 象 概 要

学校ＭＭ 生徒・学生
○市内に立地する高校・短大等の生徒・学生を対象に、入学時に情報提供
や働きかけを実施し、通学をはじめとする日常の移動に公共交通を利用
する意識を醸成（エコ通学）

企業ＭＭ
（通勤ＭＭ）

就労者・企業
○市内に立地する企業や、当該企業の就労者を対象に、情報提供や働きか
けを実施し、通勤時や業務時の自動車利用を抑制する意識を醸成（エコ
通勤）

居住者ＭＭ 居住者
○主として公共交通の大幅な見直しや、新たな公共交通サービスを導入す
るエリアの居住者を対象に、情報提供や働きかけを実施し、日常の移動
に公共交通を利用する意識を醸成

転入者ＭＭ 転入者
○市外から市内に新たに転入してくる市民を対象に、情報提供や働きかけ
を実施し、自動車に過度に依存しないライフスタイルの構築を促進

本年度取り組むＭＭ施策
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２．本年度の取り組みの位置付け
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①本年度の取り組みの目的

● ＭＭは、対象者とのコミュニケーションを綿密に実施することにより、高い

効果が期待される。対象者の範囲も広いほど、効果は大きくなることが期待さ

れる。

● しかし、大規模に、または、より綿密にコミュニケーションを図る取り組み

には費用も、労力も嵩むため、効率的・効果的な取り組み方を探る必要があ

る。

ＭＭの課題

今後のＭＭの展開を念頭に、先行的に一部の高校や企業を対象としたモデルス

タディを実施し、MM施策の効果や課題を検証する。

（どういった属性を持つ人に効果があるのか、どういったツールが効果的なのか、持続可

能な取り組み方等を探る）

本年度の取り組みの目的
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②本年度の取り組みの進め方

２．市内高等学校へのＭＭ実施 ３．市内企業へのＭＭ実施

４．ＭＭに係る今後の施策展開の検討

１．公共交通関連情報データの作成

①動機づけ冊子の作成

②路線図・総合時刻表の作成

学校ＭＭ用 企業ＭＭ用

①実施計画の⽴案 ①実施計画の⽴案

③効果・課題の検証 ③効果・課題の検証

④フィードバック
資料の作成・配布

④フィードバック
資料の作成・配布

②プログラムの実施 ②プログラムの実施※アンケート調査等の結果に
基づいてブラッシュアップ

３．企業モビリティ・マネジメントの概要
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１）プログラム概要

２）実施スケジュール

３）ＭＭツール
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１）プログラム概要

①企業ＭＭの構成と実施上の留意点
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【アクセスが比較的便利な企業】

（既存公共交通ネットワークの活用を基本）

【アクセスが不便な企業】

利便性向上策の効果を確認

制御群：公共交通に関する情報提供や動機づけを行いつつ、積極的な利用の呼びかけを実

施（簡素な方法）

施策群①：

公共交通に関する情報提供や動機づけを

行うとともに、対象者別にカスタマイズし

た公共交通情報を提供

施策群②：

公共交通に関する情報提供や動機づけを

行うとともに、「コミュニケーションアンケー

ト」を実施

比 較

比

較

比

較

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
の
効
果
を
分
析

個
別
的
な
情
報
提
供
の
効
果
を
分
析

個別的な情報提供・コミュニケーションアンケートの効果を比較

施策展開の方向性（優先順位等）を検討留意点①：企業の⽴地条件（公共交通によるアクセス利便性）に
よる、施策展開の方向性（優先順位等）を検討

留意点②：コミュニケーションの密度等（施策実施に要するコスト・労⼒）
と効果のバランスによる、効率性も考慮した施策展開を検討

【アクセスが比較的便利な企業】

《施策群①：個別情報を提供》 《制御群》

②公共交通情報等

の提供など

①事前アンケート

調査の実施

③事後アンケート

調査の実施

④ワークショップ

の実施

⑤企業への聞き取

りの実施

⑥効果・課題の検

証

⑦フィードバック

資料の作成・配

布

２）実施スケジュール
①アクセスが比較的便利な企業に対するプログラム

10

○個別情報提供資料（診断書）作成に必要な対象者の基礎

情報を収集するためのアンケート調査を実施する。

○公共交通に関する情報（路線図・総合時刻表）、動機づ

け情報を配布する。

○対象者個別にカスタマイズした個別情報提供資料（診断

書）を配布する

○公共交通に関する情報（路線図・総合時刻表）、動機づ

け情報を配布する。

○意識・行動の変化や、を把握するためのアンケート調査を実施する。

○対象企業の一部のマイカー通勤者を対象にワークショップを実施し、公共交通に関する情報・動機づけ情報に対する意見や、公共交通利便

性向上策に対する改善要望、公共交通の利用促進に向けた取り組みなどに対する意見を把握する。

○対象企業に対して聞き取り調査を実施することで、プログラム実施に際しての企業の負荷や、今後の協力意向、プログ

ラムに対する感想・改善点、公共交通利便性向上策に対する意見、企業としての取り組みの可能性などを把握する。

○アンケート調査やワークショップで把握された意見などをもとに、効果・課題の検証を行う。

○取り組みの効果などをフィードバックすることで、意識・行動変容の定着化を狙うフィードバック資料を作成・配布す

る。

12月中旬頃～

2月上旬頃

2月上旬頃

3月上旬頃～

11月中旬頃～

1月中旬頃～
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【アクセスが不便な企業】

《施策群②：ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｱﾝｹｰﾄを実施》 《制御群》

②公共交通情報等

の提供など

③事後アンケート

調査の実施

④ワークショップ

の実施

⑤企業への聞き取

りの実施

⑥効果・課題の検

証

⑦フィードバック

資料の作成・配

布

２）実施スケジュール
②アクセスが不便な企業に対するプログラム
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○公共交通に関する情報（路線図・総合時刻表）、動機づけ

情報を配布する。

○コミュニケーションアンケートを実施することで興味・関

心の喚起、利用に対する意識付けを行う。

○公共交通利便性向上策の周知を行う。

○公共交通に関する情報（路線図・総合時刻表）、動機づ

け情報を配布する。

○公共交通利便性向上策の周知を行う。

○意識・行動の変化や、を把握するためのアンケート調査を実施する。

○対象企業の一部のマイカー通勤者を対象にワークショップを実施し、公共交通に関する情報・動機づけ情報に対する意見や、公共交通利便

性向上策に対する改善要望、公共交通の利用促進に向けた取り組みなどに対する意見を把握する。

○対象企業に対して聞き取り調査を実施することで、プログラム実施に際しての企業の負荷や、今後の協力意向、プログ

ラムに対する感想・改善点、公共交通利便性向上策に対する意見、企業としての取り組みの可能性などを把握する。

○アンケート調査やワークショップで把握された意見などをもとに、効果・課題の検証を行う。

○取り組みの効果などをフィードバックすることで、意識・行動変容の定着化を狙うフィードバック資料を作成・配布す

る。

12月中旬頃～

2月上旬頃

2月上旬頃

3月上旬頃～

1月中旬頃～

図 市内企業を対象としたMMプログラムの流れ

３）企業ＭＭツール
①八代市公共交通マップ

市内を運行する新幹線・鉄道・路線バス・

乗合タクシー・高速バスの路線図を掲載

12
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①八代市公共交通マップ 市内を運行する新幹線・鉄道・路線バス・

乗合タクシー・高速バスの時刻表を掲載
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クルマと公共交通を比較して、クルマの

過度な利用が及ぼす様々な影響を提示

し、クルマを“かしこく”利用してもらうこと

を考えてもらう冊子

②企業用動機付け冊子「公共交通のすすめ」

記載内容

�クルマ利用と「健康」

�クルマ利用と「交通事故」

�クルマ利用と「お金」

�クルマ利用と「子どもの友達の人数」

�クルマ利用と「環境」

�公共交通の現状

�バスの乗り方・降り方

14
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③アクセスが比較的便利な企業の施策群に対する
個別情報「公共交通を使った通勤プラン」

事前アンケートの回答を
基に経路、時刻を提⽰

公共交通を利⽤した
場合の効果を提⽰
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③アクセスが比較的便利な企業の施策群に対する
個別情報「公共交通を使った通勤プラン」

16

回答票数

（366名）

マイカー通勤？

※氏名・所属不明者除く

対象外

（87名）

交通ネットワーク上

公共交通で通勤が可能？

出勤に

間に合う

便がある？

帰宅に

使える

便がある？

制御群

（98名）

Yes
279名

Yes
181名

制御群

（45名）

Yes
111名

※他に出勤時刻不明25名が
存在

制御群

（48名）
※他に乗り継ぎ時間が短
い・長い14名が存在

施策群

（49名）

Yes
49名

マイカー通勤者の約65％がネットワーク上、公

共交通を利用できる環境にあるが、実際に出

退勤に利用できる便があるのは、マイカー通勤

者の約18％となっている。

ネットワークは確保されていても、実際に使える便は限

られていることが新たな課題として浮き彫りになった。
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345, 98%

0, 0%

0, 0%

4, 1%

0, 0%

0, 0%
5, 1%

自家用車 バス 鉄道 自転車

徒歩 タクシー 無回答

n=354

④アクセスが不便な企業の公共交通利便性向上策

● 通勤時間帯に運行する“通勤シャト
ルバス”の運行を実験的に運行
● “通勤シャトルバス”の利用意向、具
体的なルート・ダイヤ検討材料を把握
するため、アンケートを実施したところ
、回答者の約13％が利用意向を示し
ている。

市民アンケートの通勤での通勤
手段のグラフ

17

73.9%

5.3%

0.3%

3.1%

0.5%

3.0%

2.1%

0.0%

0.4%

0.3%

1.7%

3.6%

1.1%

5.8%

11.7%

2.3%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自家用車（自分で運転）

自家用車（家族等の送迎）

新幹線

ＪＲ

肥薩おれんじ鉄道

路線バス

循環バス（みなﾊﾞｽ･ゆめﾊﾞｽ・まちﾊﾞｽ）

長距離バス（高速バス等）

すーぱーばんぺいゆ

乗合タクシー（坂本・東陽・泉のみ）

タクシー（介護・福祉タクシー含む）

バイク・原付

施設等の送迎

徒歩

自転車

その他

無回答

通勤・通学を目的とした

外出者数 N=748

47, 13%

301, 85%

6, 2%

利用意向あり 利用意向なし 無回答

N=354

公共交通での

通勤は全くな

い状況

▲シャトルバスの利用意向

現在の

通勤手段

市全体でもほとんどが

マイカー通勤している

状況

▲通勤・通学時の移動手段：H26市民アンケート結果

４．学校モビリティ・マネジメントの概要

18

１）プログラム概要

２）実施スケジュール

３）ＭＭツール
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１）プログラム概要
①学校ＭＭ実施に向けた留意点

19

留意点①：効果的・効率的な学校MMの推進に向けては、継続的に取り組みを実施していく
ことや、より多くの学生・生徒を幅広くアプローチしていくことが重要であり、「コ
スト」や「労⼒」、学校側の負担の抑制などを念頭に、資料の配布にあわせて簡単な
アンケート調査を実施するなどの簡易的な⽅法を考えていく必要がある。

留意点②：「学校MM」では、まずは通学手段として公共交通などを選択肢として考えても

らうことが目的の一つとなることから、通学手段を選択する“入学時”にアプローチす
ることを考える必要がある。

留意点③：「学校MM」では自分ではマイカーを運転しない生徒・学生が主なターゲットと

なるため、他のMMと⽐べて対象者の特性が⼤きく異なり、提供すべき「動機づけ」
につながる情報も違ってくるものと考えられることから、「学校MM」に特化した情
報提供を考える必要がある。

留意点④：将来的な過度にマイカーに依存しないライフスタイルの構築などの中長期的な効

果を高めていくため、公共交通を実際に利⽤してみる“きっかけ”を提供することで、
公共交通を利用する意識の醸成を考えていくことが望ましい。

２）実施スケジュール

20

※学校との調整

○取り組みの趣旨や協力いただきたい内容・実施時期などを説明した上で、協力の可否を確認する。

○対象とする学年・クラスなどの選定をお願いし、対象者数を確定する。

○ワークショップ実施の可否を確認し、協力いただける場合は対象者の選定を依頼する。

①ワンショットTFPの実施

○公共交通に関する情報（路線図・総合時刻表）、動機づけ情報、「市街地循環バス回数券」を配布する。

○簡単なアンケート調査（コミュニケーションアンケート）を実施することで興味・関心の喚起、利用に対

する意識付けを行う。

※対象学年・クラスに先生から配布していただくことを想定

※アンケート調査については、学校の負荷抑制を念頭に郵送で回収

②ワークショップの実施

○対象校（学年・クラス）の一部の生徒を対

象にワークショップを実施し、公共交通に

関する情報・動機づけ情報に対する意見や

、公共交通の利用促進に向けた取り組みな

どに対する意見を把握する。

④効果・課題の検証

○アンケート調査結果やワークショップで把握された意見などをもとに、効果・課題の検証を行う。

⑤フィードバック資料の作成・配布

○取り組みの効果などをフィードバックすることで、意識・行動変容の定着化を狙うフィードバック資料を

作成・配布する。

※対象学年・クラスに先生から配布していただくことを想定

③学校への聞き取りの実施

○対象校に対して聞き取りを実施すること

で、プログラム実施に際しての学校の負

荷や、今後の協力意向、プログラムに対

する感想・改善点などを把握する。

1月中旬頃～

2月上旬頃 2月上旬頃

3月上旬頃
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３）学校ＭＭツール
①八代市公共交通マップ

市内を運行する新幹線・鉄道・路線バス・

乗合タクシー・高速バスの路線図を掲載

①八代市公共交通マップ 市内を運行する新幹線・鉄道・路線バス・

乗合タクシー・高速バスの時刻表を掲載
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②学校用動機付け冊子「通学STYLEBOOK」

社会問題からのアプローチ：社会的メリットへの訴求

日常生活からのアプローチ：個人的メリットへの訴求

規則正しい生活
バスや電車の時間に合わせて自分の生活をす

ると規則正しい生活を送れる

通学時間の使い方
通学時間を趣味の読書やテストの勉強などの

時間に充てられる

友達とのコミュニケーション
自転車通学に比べて、ゆったりと友達とのお

しゃべりが楽しめる。人との出会いもある。

社会マナー

席の譲り合いや、乗車マナーなど社会人として

のマナーが身について思いやりをもったやさしい

人になる

快適な通学

重い教科書や部活道具があっても楽に通学で

きる。雨の日はかっぱでベトベトになることもなく、

快適に通学できる。暑い日や寒い日も体調を

崩さずに通学できる。

環境問題に対する啓発

Co2などの温室効果ガスの排出が少ない公共

交通を利用することで、環境問題に対する意

識を醸成する

公共交通への貢献

利用できる時に公共交通を利用することで、い

ざ必要になったときの移動手段や、高齢者など

の移動手段を維持することに貢献する

安全な通学
自転車よりもずっと安全。特に、雨の日はドライ

バーの視界も悪く、自転車は危ない

バスの乗り方
バスの乗り方・降り方、行き先方向の見方、運

賃表の見方を習得してもらう。

バスの利用方法の周知

大都市での生活への準備

進学や就職を機にした、公共交通での移動が

メインとなる大都市での生活に向けての心構え

ができる

高校生に対して、どんなメリットに訴えか

けるのが有効かを把握する。

何度も手に取って読んでもらうために、

読みやすい冊子を作成

読みやすい冊子を作成

③市街地循環バス「無料お試し券」

公共交通を利用する“きっかけ”を持ってもらうことを目的に、市街地循環バスの「無

料お試し券」を発行。


